






















































































































































































 ２）第 2 部 病いと健康―医療化のムーブメント 





























 ３）第 3 部 フィールドワークという“前近代” 



































































  １）アプローチ―「日常化」と「社会的プロセス」 
  ２）理論―“橋頭堡”として 































た。同胞は本児を頭に妹 3 人、弟 2 人である。電話局に勤める実父 57 歳の生い立ちは、
小卒後、家が貧乏であったので借り子として他家へいき（昭和９年）、昭和 18 年に結婚、
長女（本児）生後三日目でスマトラに出征、戦後は帰郷して、夫婦でりんご行商などを
し、水田 3 反歩を借金で購入、その返済には「3 年間飲まず食わずに過ごしたが、自分の
財産だからと思ってがんばった」という。その後まもなく現在の電話局に入り、月収 3 万
7 千円2)。しかし、月収のうち 2 万近くを酒に使うため生活は苦しい。 
 
















































































































ヤード型の伝播過程であれ。また、彼らは担い手（carrier）を第 1 次的担い手と第 2 次的
担い手とにわけている。第 1 次的担い手は工業生産や官僚制度に直接関連する諸制度や社
会的過程であり、第 2 次的担い手は教育機関やマス・メディアである。しかし、分析の中
心が第 1 次的な担い手にあることに留意する。 
（３） 工業生産と官僚制 





























































































素がいっそう徹底的大規模に浸透する高度近代 high modernity として描く。1960-70 年代
にバーガーらが指摘した近代化の諸問題はギデンズの高度近代に通底する。 
（１） 近代の制度的特性 











































































































































































 ショーター48)は、合衆国の 60 年代から 70 年代初頭と現在を対比して、個人としての扱
い求めるポリティックス politics of personhood から、アイデンティティと帰属のポリティ
ックス politics of identity and belonging への変化としてまとめている。 
 
そのとき、私たちがわからなかったのは、言葉のもつ、現実を形成し、人と人とを事象












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第２章 87)    出稼ぎ―近代化のエージェント
  １．出稼ぎの概況と問題点 
  １）「むかし軍隊いま出稼ぎ」 
  ２）現代出稼ぎの特質 
  ３）「むかし軍隊いま出稼ぎ」のもう一つの意味 
  ４）「農村」とムラ、「農民」と村人 
 ２．接近の方法と対象 
  １）ケース記録 
  ２）資料的限界 
 ３．ムラの暮らしと出稼ぎ―昭和初期から高度経済成長期まで 
  １）ムラでの稼ぎ 
  ２）ムラの生活史と出稼ぎ 
  ３）「労働力」としての子供 
  ４）「流れ者」 
  ５）小括 
 ４．ムラの暮らしと出稼ぎ―高度経済成長期以降 
  １）新ペースラインとしての出稼ぎ 
  ２）キャリアの均質化 
  ３）均質化の影響 










 全国的に、出稼ぎは 40 年代後半のドル・ショック以降減り続けており、3 大出稼ぎ地帯
といわれた、東北・北陸・九州でも同様の傾向にある。青森県の出稼ぎ者数も、昭和 39 年
に 8 万人のピークを迎えてから減少し続けており、平成 2 年時点での出稼ぎ者数は、ピー
ク時に比べて 3 万人少ない 54221 人である。しかし、昭和 60 年までの 15 年間の出稼ぎ者
数の推移を他地方と比較すると、青森県の出稼ぎ者現象のスピードはいかにも遅い（図２－
１）。しかも、全国の出稼ぎ者が約 20 万人であるから、青森県だけでその 4 分の 1 をまか
なっている計算になる。出稼ぎ者の 6 割は農業従事者である。県統計年鑑によれば、この






平成 2 年現在、6265 人の出稼ぎ者を送り出している。職安で把握できる出稼ぎ者は全体の
3 割といわれているから、これは暗数を含めれば実に全人口の 2 割弱が出稼ぎであることを
示唆している。したがって、青森県では、「むかし軍隊いま出稼ぎ」の状態がいまも続いて
いるといってもよいだろう。 




91)図 2-2 専業兼農家数の推移 
 


































































































 弘前児童相談所には、昭和 23 年からの膨大なケース記録が保管されている。本論では、










図 2-5 対象地域 
 



























































よく、全県のなかで際立った生産量を誇っていた（昭和 31 年の県統計では、全県の 97％を
占めている）。以下関連ケースをみていく（＊の後の番号は、資料の年度と通し番号を表す。
＊245 は、昭和 24 年度の 5 の意）。 
  （１）藁製品 











































れるものがいない」父親にとっても藁は生活の糧である。西郡の 5 歳と 2 歳の姉妹、A 子




・家庭状況：父（次男）41 歳農業、母 27 歳。水田 2 反。母は、結婚後淫行つづき、父はず
いぶん我慢をしてきたが、このたび母から家出、離婚の手続きをとる。母は脳病を患ってい





・近親者：父の兄一家が近所に住んでいる。46 歳。水田 2 町、畑 5 畝。村から欲馬鹿とい
われている。弟（本児の父）の娘のひとりでも引き取るよう話したが、引き取るどころか、
弟の分としてわけた田畑を取り戻すよう言い張っている。 
・本児たちの性向および健康状態：A 子も B 子も健康のようであるが、B 子は家の中に紐
で結わえ付けられているので白い。昨年の冬、凍傷にかかって、右足の指先二本が短い（8












俵あがったので生活には困っていない。ほかに畑 1 反を作っている。病気は年 10 日間くら
い起こるだけであるので、こどもの養育にはさしつかえないようである。施設退所となる。 
 
 相談所資料でみるかぎり、この時期、中流の生活を送るには田が 1 町以上、年収にして













・家族構成：実父（45 歳）小卒・農業（水田 4 反、畑 3 反）、実母（37 歳）小卒・農業、長
男・次男・三男はすでに死亡。本人は四男、弟・次女・三女がいる。長女と六男も死亡。 
・生活状況：村はずれに位置し、前方が野菜畑、林檎畑、後方は一面水田となっている。平















した 17 歳の少年の家庭である。 
 
〔ケース 5：りんごの袋掛け＊2441〕 















































〔ケース７：窃盗 3 人組＊39158-160：南郡Ｔ村〕 
・事件：Ｍ（16 歳）・Ｔ（15 歳）・Ｓ（15 歳）が精米所から米の持ち出しをした。町内電化






・家庭状況：Ｍ：父（37 歳）、小卒・農業（1 丁１反部）。母（34 歳）、小卒・農業。本人、
中卒・りんご園で日雇い。妹、弟２人。Ｔ：父（42 歳）、小卒・農業３反（県外出張）。母























  （１）借り子 
 数年の家業従事（農業）期間を経て近隣の農家や北海道の農家に借り子に出される。これ







・家庭状況：実父（42 歳）水田 5 反、実母（37 歳）入院中。長男（13 歳）、四女（11 歳）、









12 歳より他家に奉公する。27 歳で妻帯。29 歳の時まで借り子として雇われたが、そのあと
は日雇い（出稼ぎ）に就労し、水田を取得、耕作し現在に至る。実母は北郡で生まれ、小卒























姿を消すのは昭和 30 年代中頃である。 
 
   （２）徒弟 
 家に農地がない場合や親が職人である場合は、大工や柾目屋や茅葺等の職人のところに






大正元年生まれ。8 歳の時、父親が死亡。当時姉 10 歳、妹 6 歳、弟 2 歳で、母は養育しき
れず父を伯父（日雇い）に預け、高等小学校を卒業した。卒業後建具師に弟子入りし、母の







父は、同胞 4 人の次男。父の父（祖父）は茅葺職人。小学 5 年に死亡以後日雇いの母によっ
て育てられる。小学校卒業後、借り子に 3 年。北海道の炭鉱に 2 年出稼ぎ、その後 7 年を





  （３）女借り子と奉公 
 女性の場合も同じく、家業手伝いの後北海道へ農家奉公や女借り子としてでかけ、3～5
年ほどでムラに帰り、近隣の青年と見合いで結婚する「女借り子」と近隣の都市へ女中奉公
や紡績女工に出て、4、5 年で戻ってきて、結婚する「奉公」という 2 つのキャリアがある。










チ等）をしている間に本児の母と知り合い結婚。23 年 10 月に家族 3 人で弘前に引き揚げ。 
・母の生活史：勉強が嫌いで子守ばかりしていたため地元の小学校を中退。付近の他県各地









中郡の零細な農家（畑 2 反 5 畝、果樹 2 反、手取り 2 万円）の 6 人兄弟の長女、長兄は中
卒後借り子にでている。昭和 27 年に中卒後、村内に女借り子奉公として 11 月まで働き、
翌年 7 月まで家業を手伝う。8 月から弘前市内の皮屋に女中奉公、11 月からひと月青森市
内の靴屋で奉公し、実家に帰った。29 年 2 月から、中郡の一村の旅館で奉公し、1 万 5 千
円の前借りができたため、4 月から黒石の料理店で働いている。 
 




ため中退した。母死亡後、23 年 1 月から 5 月まで、中学校の給仕をした。退職後、3 カ月
女中奉公。その後、駅前のそば屋に奉公した。そのころ、盆踊りに行き市内の自動車運転手



































































はだつよく、運動障害を来す。……熱傷に於いては顔面左頬部 2 ヶ所、鼻部 1 ヶ所、口唇部
1 ヶ所、第二度の熱傷。後頭部においてはそらまめ大の熱傷痂皮形成。腹部 7 か所に渡る第
二度熱傷痂皮形成。背部・臀部、約 10 ヶ所の熱傷、外陰部および肛門部における熱傷 5 カ
所。……以上の熱傷は焼けひばし、マッチ、炭火による熱傷と推定する。……打撲傷は全治













〔ケース 16：人身売買＊2903：弘前市：Ｋ子（15 歳）〕 
・家族構成：実父（47 歳）小卒・日雇い、実母（40 歳）小卒・日雇い、長女（18 歳）小卒・
























てくるため、付近の悪評を浴びて 2～3 カ月で停止された。３．K 子の住所は O 町の I 宅で
ある。指圧、揉み屋をやっている男の家。K 子はそこで子守をしている。 
・O 町の I 宅訪問：I の素性がはっきりしない現在、母ひとりが引き取りにいったのではい
かなる難癖を付けられるかもしれないので、翌日、係員が引き取りに行くことにした。O 署
の職員にも立ち会ってもらうべく電話で了解をとった。 
 I 宅は、一見すると平凡な一農家にしかみえない。母屋は奥のほうをきわめて小さく約 3
部屋に区切って、そこに客人を泊めているらしい。本児は、囲炉裏に座りながら櫛で髪をす
いていた。I は、60 以上 70 にならんとする老人であり、話も分かった人物である。I の話
では、本児がきたのは約 2 カ月くらい前。その時は、S という 35～6 歳の獅子舞をやる芸人
が連れて来た。I は、宿の商売は正式な許可をとっていないので、一日いくらという金はも
らわないが、きみたちの間に合うだけの金を置いてくださいという。別に泊まるところがあ





























いった。M さんは斡旋屋に 16000 円払ったらしい。木造にいく途中で本児は衣類を買って
もらい、ワンタンをごちそうになり映画をみせてもらった。本児は木造の置屋さんに 1 カ
月くらいいた。名前を妙子（19 歳）と変え、即日お客をとらせた。その後、K 市の食堂に





女を秋田県 O 温泉へやった。本児は、同温泉の、魚屋の二階にいる N のところへ行き、そ
こで本児は旅館を回らされた（線香制）。線香は一応全部 N にみせた。1000 円もらってく





 上の例は精神病質の少女のケースであるが、もう一つ 14 歳の少女の例をあげておこう。 
 
〔ケース 17：人身売買＊2975：北郡Ｋ村Ｙ子〕 
・家族構成：父（53 歳）日雇い（山歩き）、母（43 歳）、長兄（23 歳）村内の製材所の職工




淫行為をしていたらしい。一晩 500 円で雇い主が 200 円とり、残りを本児たちにやってい





 〔ケース 18：就学困難＊29278：西郡Ｋ町〕 














〔ケース 19：不遇児＊29275：西郡Ｍ村：10 歳の少年〕 
・家族構成：実父（29 歳）、生活保護。実母（27 歳）、刑務所服役中。兄（14 歳）、弟（7

























































































め、生活はどん底で長女と 4 女は慢性栄養失調の状態になった。 



































































































 15 歳の少女が「昨年 12 月頃から 1～2 日の無断外泊を数回繰り返している。昭和 59 年
5 月 6 日から 9 日までの間、保護者の正当な監護に服さず、家出し男友達のところを転々と
泊まり歩いていたのを補導し厳重に注意するも反省することなく、6 月 2 日午後 5 時 20 分





・家族構成：母（46 歳）中卒・出稼ぎ、兄（24 歳）中卒・無職、兄（19 歳）中卒・会社員、





















































年に結婚したが、父に愛人ができ 56 年に離婚。慰謝料 30 万円を払い本児を引き取った。
水商売を始めたころからサラ金などに借金があり、現在 500 万円。今の仕事（スナックの
雇われマスター）では返済が追い付かないため、友人の紹介で、横浜の建築会社に出稼ぎす































・家族構成：父（40 歳）農業、母（33 歳）農業、兄（11 歳）、姉（8 歳）、祖父（67 歳）、
祖母（61 歳） 
・家庭状況：1 歳時から保育園に入所（夏期間）、冬期間（11 月～3 月）父母が出稼ぎして
いるため、一緒に愛知県にいっている。父は、弘前市近郊出身、中卒後、土木日雇いに従事
する。結婚後は農業と出稼ぎ稼働に精出している。母は、Ｋ市の出身、中卒後は北海道の農



















・家族構成：父（40 歳）中卒・農業（水田 1 町 2 反、畑 150 坪）冬期県外出稼ぎ、母（37
歳）中卒・日雇い、弟、妹。 





年 5 月に協議離婚 
・相談内容：子供を養育できないので施設に入れてほしい。父 27 歳―出稼ぎ、祖父 50 歳
―出稼ぎ、祖母 49 歳―胆嚢を患い通院中、父の姉妹は嫁いでしまっている。 
・両親について：父は、Ｎ町出身。農家。中卒後父の父と出稼ぎをし、今日に至っている。





















・家族構成：実父（42 歳）農業兼左官（水田 3.8 反）、母（35 歳）農業、姉（13 歳）、兄（10
歳）、祖父（69 歳）、祖父の姉（81 歳）。 
・父は、長男として生まれる。中卒後は左官の見習いをする。東京で現妻と結婚後は、農業
と左官業に従事し、冬期間は出稼ぎしている。母は、弘前市生まれ。6 人兄弟の長女。中卒



























沖縄にも行くことになる。日給 4100 円のほか、時間外手当で 5000 円にはなるという。昭








  （１）自由競争の論理 








暴力をふるい窃盗を働いた 13 歳の少年の家庭である。 
 
〔ケース 33：出稼ぎの収入＊59638：弘前市近郊Ｏ町〕 
・家族構成：父（46 歳）中卒・出稼ぎ（金沢市）、母（37 歳）中卒、兄（16 歳）中卒・出






・父：Ｈ町出身。7 人兄弟の三男。中卒後借り子を 3 年くらいして、大鰐の叔父の養子とな
る。38 年 12 月に結婚。夫婦で 7～8 年一緒に出稼ぎし、本児 1 歳頃まで兄と一緒に出稼ぎ
先に連れて行った。16 年間金沢の道路会社。10 人くらい若い人を地元から連れて行ってい




調査では、出稼ぎ者の送金額は 10 万円以上 18 万円未満が 50％でもっとも多く、20 万円以
上は 30％である。しかし、「仕事がない」というのは、稼ぎのよい仕事がないということを
意味する。次の例では、結局息子のために出稼ぎをやめることになる。「昨年暮れから外泊












・経過：4 月通告。父は出稼ぎ先から戻る。処遇決定まで家にいる。5 月 1 日一時保護決定。




12 月 2 日父出稼ぎ先から帰る。帰郷前電話で本児に帰るからと連絡したにも関わらず、無
断外出したと怒りを感じている口調だった。父は、千葉県で土木作業員として働いている。
来年 1 月の中旬まで家にいる予定。本児をつれて出稼ぎに行くことは不可能で引き続き施
設にお願いしたいとのこと。12 月 5 日家裁へ身柄送致。監護処分。12 月 24 日、父より。
考えた末、出稼ぎはやめて本児と一緒に暮らすことに決めた。収入は少なくなるが、何とか





















は通年出稼ぎで、帰省は 1 月、8 月の年 2 回だけである。仕送りは 12～13 万毎月ある。母
は最近まで、駅前の飲食店で働いていたが、賃金未払いのためやめた。父の送金で生活可能
であるが、仕事もしないでと隣人にいわれるからと（近所の人から色々しゃべられ、働かね










ぎにいき 1 年のうち 4，5 カ月ぐらいしか家にいなかった。35 年見合い結婚。農業高校の代





・母：父と同じＨ町の農家の 3 人兄弟の末として生まれる。中卒後 1 年間は自家の手伝い、
その後 3 年間は北海道札幌の農家で稼働、35 年結婚。結婚後、自家の農業をやりながら、
パートで働きにでたりし、本児が小学校 1 年の終わりごろから 1 日勤めるようになり、現
在正社員。隔週週休 2 日。50 年 1 月担任とともに家庭訪問。「家は、新築したばかりできれ
いであり、応接間にはガラスをはって、池の鯉が鑑賞できるようになっている。2 回に子供




















幼いころから続いている。母は、本児 6～9 歳までは農業の傍ら 11～3 月まで子供を祖父に
預け夫婦で出稼ぎしていた。（母は）一家の主導権をにぎっているともいえる。 
 
〔ケース 38：＊39242：弘前市郊外：14 歳少年窃盗事件〕 
・家族構成：実父母、祖母、本児、妹 2 人、姉（15 歳）は、東京の親戚宅に奉公しながら、

























行く必要のない農家である。次は窃盗で通告を受けた 10 歳の少年の祖父。 
 
〔ケース 39：祖父（69 歳）小卒・農業（水田 1 町歩・畑 6 反歩・家庭敷地 1 反歩）、大叔
父（45 歳）高小卒・農業・祖父の弟、叔母（27 歳）中卒・家事手伝い・実父の妹、実父（35













・家族構成：本児（8 歳）、祖父（60 歳）日雇い、祖母（51 歳）会社員、弟（7 歳）小 1、
父（36 歳）、母（26 歳）行方不明、57 年協議離婚 
・父について：4 人兄妹の長男として出生。中卒後、関東方面へ出稼ぎ。50 年に見合い結
婚。結婚後は春～秋北海道へ出稼ぎ、秋～春地元の土木会社で日雇い者として就労。当所夫
婦仲は大変良かったが、妻に愛人ができたことで、ずいぶん悩んでいた。55 年 8 月に出稼
ぎに行くといっていく先も告げず出発し、その後連絡なく現在に至る。57 年 1 月に本人を
交えず協議離婚。 





 〔ケース 41：子供の養育をめぐる夫婦の葛藤から＊59106：Ｇ市〕 
・家族構成：父（35 歳）高卒・農業（水田 2 町 8 反・畑 4 反）、母（32 歳）中卒・家事、




































































































































































に青森県は東北 6 県のなかでトップであったが、秋田県もまた昭和 45 年にほぼ同じ数の
出稼ぎ者を出した「出稼ぎ王国」であったのである。しかし、秋田県は 5 年後、出稼ぎ者





























































































































































































































































年から 1995 年まで戦前はほぼ 5 年毎、戦後はほぼ 3 年毎に、「出稼ぎ」の記事を収集（図






 図 3-2 出稼ぎ新聞記事（1900-95） 
 
















  （１）北行き出稼ぎ漁夫 
 記事種別をみると、基本的には、この時期の「出稼ぎ」記事の多くは、北海道・樺太・
カムチャッカ・ロシア領への北行き出稼ぎ漁夫についてである。年間の記事のサイクル






























































  （２）出稼ぎの評価 
 出稼ぎは地元へどのような波及効果をもたらすものとされていたのだろうか。出稼ぎ契





















































船名 回漕店 日付 行き先 
？ 塩谷 1910.2.27 積丹、美国 
樺太丸 塩谷 1910.3.2 美国、浜益 
神龍丸 塩谷 1910.3.4 嶋牧、古宇、古平 
第 2 勢至丸 塩谷 1910.3.5 利尻、礼文 
第 3 勢至丸 磯野 1910.2.25 古宇 
第 5 勢至丸 磯野 1910.2.25 古宇 
日露丸 磯野 1910.2.26 寿都、岩内、古平 
高砂丸 磯野 1910.2.27 岩男、雄冬 
長幸丸 磯野 1910.3.1 浜益 
甲辰丸 磯野 1910.3.1 増毛、留萌 
大成丸 磯野 1910.3.2 美国、利尻 
第 2 勢至丸 磯野 1910.3.2 古宇、小樽 
第 5 勢至丸 磯野 1910.3.2 積丹 
日露丸 磯野 1910.3.3 力苫（？） 
高砂丸 磯野 1910.3.3 余市 
第 3 勢至丸 磯野 1910.3.4 礼文 
樺太丸 磯野 1910.3.5 美国、浜益 
三友丸 磯野 1910.3.5 塩谷、小樽 
高砂丸 磯野 1910.3.7 鬼龍（？） 
瀬出川丸 磯野 1910.3.8 力苫（？）、宗谷 
甲辰丸 磯野 1910.3.9 増毛、留萌 
三友丸 磯野 1910.3.9 初山別 
樺太丸 磯野 1910.3.11 浜益、羽幌 
日露丸 磯野 1910.3.10 礼文 
大成丸 磯野 1910.3.10 苫？ 
高砂丸 磯野 1910.3.14 宗谷 
天佑丸 磯野 1910.3.18 樺太 
第？共栄丸 磯野 1910.3.5 古宇 
高砂丸 磯野 1910.3.25 樺太 
日露丸 磯野 1910.3.25 樺太 









  （１）出稼ぎ漁夫組合と職業紹介所 
 1925 年、県は次のような認識のもと北行き出稼ぎのための『契約標準』を示した。 
 












 この標準の具体的な骨子は前年末に発表されている。「出稼ぎ契約標準 妥協案成る 
北海道代表者と県当局の 3 日間の交渉もこれで円満解決」（大正 13 年 12 月 21 日）によれ












（大正 13 年 12 月 21－22 日） 
数多い資本主の中には時に過酷な人間もあろうが一般は従来からの習慣に基づいて漁夫
と資本家の間は家族的な関係の下にすべてが円満に行われているのである。…鰊漁の多忙
時期は短い間であるが寝ずにも働かねばならぬ事があるから…今日土方をしても 1 日 1 円
50 銭は普通であるが北海道に於ける 90 日間の雇い期間中の食費を雇い主がもって 1 日平
均 2 円 50 銭位の給料を前渡ししている、食費を加えて 1 日 3 円を給しているわけでこれ
は要するに時間に制限なく危険を冒してやる仕事であるから、普通 1 円 50 銭の給料の他













































と思われる。同時に 1911 年（明治 44 年）には東京市芝、浅草にはじめて公設職業紹介所






農漁村を救う出稼ぎ漁夫 求人先開拓に活躍する出稼ぎ組合（昭和 10 年 10 月 27 日） 
 
炭鉱生活に耐えず 再び凶作の村へ 募集人のうまい口車に乗せられて 渡道した北郡喜
良市の小作人等（昭和 10 年 11 月 3 日） 
 
樺太の杣夫は本県が第一位 不況の郷里を潤す大きな賃金 現場視察の竹内弘前職紹所長
談（昭和 10年 9月 5日） 
昭和 9 年調べ、樺太行杣夫、北海道 211、宮城 11、岩手 357、青森 2685、山形 985、秋
田 318、計 7346 人（男 7028、女 264）・・・青森県は断然第一位を占め、しかもこのう






















































は、約 2600 名に達している。男 2350 名に女 244 名であるが。これには勤労報告隊は加わ















 昭和 15 年以降、鰊漁の不漁、不景気によって両府で稼ぎは以前よりふるわなくなり、
他県からの漁夫募集、炭鉱夫募集によって息をつなぐ状態であった。 








 転げ込む二百万円 北洋に乗り込む 八戸漁夫は四千 雄雄し六百の娘子郡（昭和 15



























 図３－６から記事件数の推移を見てみよう。1965 年（昭和 40 年）に百の大台にのり、





















 図 3-7 戦後新聞記事種別推移（1950-1990） 
 
 
図 3-7-2 戦後新聞記事種別推移（1950－1990）％単位 
 １）もぐり、ぐるみ、グループ 


















ったのは昭和 44 年（1969 年）4 月 1 日午後 4 時 40 分以降といってよい。その時、東京都
墨田区荒川放水路で橋台を建設中にシート・パイル（鋼の矢板）が破裂し、作業中の労働
者 8 人が生き埋めになり死亡するという事故が起こった。犠牲者のうち 7 人が青森県大鰐
町からの出稼ぎ者であった。東京都荒川放水路事故である。見出しを追ってみよう。 
 






生ぬるい出稼ぎ事故対策 大塚県議（4 日） 
 

















































40 年が「労働力不足について（4 件）」、それ以降、昭和 50 年にかけては、「出稼ぎのた
め、冬期の消防団員数が減少し問題となっている」というものである。全 74 件中 11 件で
ある。これについては、実際に「八戸で住家 13 むね焼く 強風下で火の海に 出稼ぎ家









 図 3-9 地元への影響 
 






























































22 年（1947）戦後復興期に失業者への救済措置として設けられ、昭和 24 年のドッジ・ラ

























中で、出稼ぎとかかわりにもつ改正に伴う大きな動きは昭和 42 年（1967 年）、44 年
（1969 年）、50 年（1975 年）にあった。法改正案は、出稼ぎ者の急増などにより失業保
険特別会計が増大し、削減の必要性が出たことによる。まず 42 年の改正案は「受給資格
取得期間を現行の 6 カ月から 1 年にする」というものである。また 44 年は「受給要件と
なる期間をこれまでの 6 カ月（最低 142 日）から丸々6 カ月（180 日）にする」というも











就労日数延長するな、竹内知事、失保法で労相に要請（紹あ 42 年 3 月 28 日） 















   （１）なにより出稼ぎは不安定な危険な労働だが、いかざるを得ないこととして
「必要悪」としてとらえられている。 
   （２）もぐり就労は戦前から続いている縁故就労の延長戦上にあり、地元の人間関
係をそのまま出稼ぎ先に持ち込むものである。縁故就労はグループ就労という形で制度に
とりいれられ、事実上黙諾された。 





   （４）家族小共同体をめざす対策は「安全で明るい出稼ぎ」に重点が置かれ、留守
家族や出稼ぎ者と家庭、家庭を媒介にして地域社会とを結ぶ、個人の感情生活へのケアー
へ重点が置かれる。 







   （１）戦前において、出稼ぎは募集が少ない場合には「年を越せるか」という心配
が出るほど年中行事として暮らしに組み込まれており、出稼ぎが地元の生活に及ぼす悪影
響が語られることはなかった。むしろ、地域経済を潤すものと肯定的である。 

















































































































































 しかし、事態は急速に進みつつあることをしてきしておこう。平成 7 年国勢調査では東





















第 2 部 病と健康―医療化のムーブメント 
 
 
 第 4 章 健康への対処―「健康食品」調査から 
第 5 章 病への対処―乳幼児アトピーをめぐって 
  





















































































































































































































































































































 各資料を（1）イコノテクスト（第 1 面の図版のタイプ分け）、（2）原材料、（3）形状（液
体、エキス、粉・顆粒、素材、クスリ状、食品）、（4）使用法（そのまま飲食、水で飲む、
混ぜて飲食、煎じて飲む、調味料として）の 4 つの分析項目にしたがって整理し、それぞれ
説得のため用いられている論理や根拠、技法を抽出し 68 項目のチェックリストを作成した。 
 ３）結果１―サンプルの特徴 
以下単純集計の結果のみを示す。 
   （1）イコノテクスト 
 テクストのみ、製品とテクストというタイプが大部分を占めている。文章による説明が主
流である（図 4－1）。 
   （２）製品の形状 
 カプセルや丸薬などクスリ様の製品が多く、ついで液状のものが占めている。エキスだけ
というのは少なく、他のものと複合させて液状の製品とする傾向がある（図 4－2）。 
   （３）原材料 
 緑葉植物がもっとも多く、果物、花粉蜂蜜類、穀類（酢など）、魚類（ほとんどがＤＨＣ）
とつづく（図 4－3）。 
   （４）使用法 
 そのまま飲食するもの、クスリのように水と共に摂取するタイプが多い（図 4－4）。 
  
       
図 4－1 イコノテクスト 
 
 
図 4－2 形状 
  
         
図 4－3 原材料 
         





















































































   （１）頻度として多く用いられていたのは、図４－５にあるように、栄養補給（理論）
73、有効成分の種類が豊富 74、味 73、伝承・歴史 69、利便性 58、複合 61、成分表の掲示
58、こんな人によい 51、科学的お墨付き 48、健康・体力増進 46、厳選された原材料 44、
原材料の含有成分 43、特殊・独自な製法 40 である（数字は頻度）。栄養素補給（理論）が
もっとも多いが、記述のレベルは一般的な記述「たりないビタミンを補います」である。 
   （２）リストの項目がどの程度重複してチェックされているかという複合度の平均は
９であり、レンジは 1～32 である。複合が健康食品の広告の基本的な方法であることがわ
かる。多くの原材料を用い、なじみの薄い製品になるほど複合度が高く、知名度が高くメイ
ンになる原材料が明確な製品ほど複合度は低い。表 4－1 に上位、下位 10 製品ずつを示す。 
  

























 図４－5 正当性の根拠 
  
































































  （１）キッチュ―よせあつめ 
























































































































































































































記事は、1985 年 5 月 2 日付「加工食品への依存警告（ニュースライン）」（著作の紹介）で
















図 5-1 アトピー関連記事の推移（朝日新聞） 
 
      





























































































































































































































































































































































































































労組などの調査では、ここ数年間我が国の食料輸入は急カーブで増え続け、88 年は 3 兆
7000 億円（前年比 14.８％増）、65 万 5800 件、2200 万トンに達した。その安全性を調べる
















表 5-2 引き算表 











































































ンバーを中心に 19 名の母親が対象者である（表 5－3）。ただし、3 名はＡ病院とかかわり
がない。すべての母親が食事療法をおこなったことがある。したがって、対象者の共通特性
は、食事療法体験者といったほうがよい。調査時の子どもの年齢は、1 歳 8 ヵ月から 7 歳ま
で、平均で 3 歳 8 ヵ月、であるから、1985 年から 1990 年にかけて誕生した子供である。
皮膚の異変に気が付いたのは、生後すぐから 5 カ月の間で、1 カ月検診等の定期診断で指摘
されることが多い。食事療法の開始は、生後 2，3 カ月からが多いが、なかには 2 歳以降か
なり遅く始めたケースもある。厳格な食事療法を続けた期間は、最も短くて 4 カ月、6 年近
く続けている場合もあり、平均で 1 年 10 カ月である。いずれも 1992 年の調査である。調
査は、質問項目にそって 1 人 30 分から 2 時間のインタビューをおこなった。 
 ２）全般的な特色 
 まず、質問項目ごとに解答の特色を述べる。 
  （1）アトピーの知識・妊娠中の食生活 
 9 名がまったく知らなかった、名前程度の漠然とした知識がもっていなかった母親が 7 名









栄養摂取に努めたと答えた人が 6 名である。 
 
























































































































































  （１）除去食を始めるまでの経過 
 生後 3 週間で湿疹がでて。Ｂ病院では乳児性の湿疹、Ｃ病院では、（気になって）アレ
ルギー外来がないかとたずねたんですけど、「ない」というので、皮膚科に通ったんです
が、塗り薬をくれるだけ。1－1 塗ればよくなるけど、また出て、そうすると強い薬を出す















 1 歳まで母乳。でも 8 カ月くらいの時、離乳食ていうんですか、おかゆをたくさん食べ
ていて。「ミルク使えないから、母乳を続けましょう」といわれたので、私自身も除去食
につきあっていたんです。 
 1 歳から 2 歳のとき、卵・大豆・小麦をやめていました。1 歳の時、パンを食べさせた










































   （６）飲み薬・塗り薬 
 飲み薬、2 週間おきに取りにいかなければならない。まだ、副作用とかはっきり臨床的
















































  （1）アトピーの予備知識 
 自分自身もアレルギーをもっていたので妊娠中は牛乳・卵は気を付けていました。 
































































その日のうちに治ってしまう。6－81 さいまでに気管支炎を 2 回繰り返すと、喘息になる
といわれて、この子はなる確率が高いと思っていたのに。体力がついたんでしょう。以前
は、病院は毎週通っていたのにね。 
















 （4）6－6 1 歳までに気管支炎を 2 回繰り返すと、喘息になるといった、母親間の伝承
が反対に追いつめていった側面がいわれる。 
































































なと同じもの食べるっていって。それで 3－5 本人にまかせたんです。 











































  （8）気を付けていること 













































 以上 3 例にあらわれた語りを比較してみよう。それぞれの特徴は次のとおりである。 



















 食事療法と民間療法に対照的な 2 つの方法を見いだすことができる。 
 １）食事療法 
  （1）全面的な秩序化 
 食事制限派の方法は、基本的には症状と食物を対応させようとする換喩的な方法といえ
る。アトピーは人体実験だといわれるゆえんである。しかも、明らかに食物に原因がある







































































































































































































第 6 章 見ることと書くこと―「観察」の構築 
 
第 7 章 フィールド理解―“つらさ”を手掛かりにして 
  




























































































て、第 2 レポートを提出してもらった。第 1 と第 2 は同じデータに基づいている。 
 第 1 レポートでは、観察の場面を図示し、時間的推移にしたがって、ただ出来事を記述し




 第 1 から第 2 レポートへの変化を考えてみよう。まず、すでに観察は記述された段階で
「もう少し子供たちの会話をききとれたらよかった」とあるように、大部分音会話が省かれ












































 図６－１ 西城さん第１レポート 
  
図 6－1 西城さん第 1 レポート（続き） 
 図６－２ 西城さん第 2 レポート 
 
図 6－2 西城さん第 2 レポート 
  



































































































































































































4 つの単語を読み上げる。生徒役は 4 つの単語のうちどれがはじめに第一の単語と遂になっ
ていたかを手元のスイッチをおしてこたえ、まちがえた場合、教師役は電気ショックをあた




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金品をいただきに来た者が待っている。１日は 1000 シル（1 シル約 2 円）ほどの支払いで























 エオイは私のキャンプの対岸に住む 30 歳代の青年である。昨年（1994 年）父を亡くし
て、牧畜管理や家族の扶助は彼の仕事である。母はニジェキョという“精神障害”を患って、

























６．私  ：（ところで）あなたのおかあさんは、またナブーンの家にもどるのか。 
７．エオイ：もどるだろう。 









10．私  ：私自身、お金の問題をかかえている。それで 1000 シルを払えない。 
11．エオイ：800 シルくれと。それで、私は 500 シルで油を買い、300 シルを家の奥さ
んたちに分け与える。家には奥さんたちがたくさんいる。 









14．私  ：（やってくる人が多いので）1 人の訴えをみな満たすことはできない。ソ













18．私  ：300 シルを出す。 
19．エオイ：ソコミチ、300 シルは十分ではない。私の家は 6 人家族だ。 
20．私  ：ソコミチは言っている。彼があなたを助けるのは病人の婦人のためだ。私
は、あなたを助ける。病人のために。だから、ソコミチは、あなたに 300 シルをあげる
のだ。また、この 300 シルは病人のためだ。 
21．エオイ：たしかにおまえは病人を助けた。だが、今、私がお願いしているのは他の
人々のためだ。 
22．私  ：私は、あなたの問題を理解した。だから、あなたに 300 シル与えるのだ。
おまえは問題を持っている。しかし、私も同じ問題を持っている。だから、ソコミチは
















26．私  ：あなたは私に 550 シルをあたえるように、正真正銘言った。では、私は、
あなたに 450 シル、正真正銘あげよう。 
27．エオイ：何も悪いことはない〔同意した〕。私の家に悪いことが集中するのは悪霊
のため。家畜は尽きてしまった。 






































6．私  ：私、100 シルあげた。 
































































































































































































































































ールドに入って 2 カ月たったときのことである。 
 













































































































ダは、キコンベ（ピッチャー一杯）で 20 シル、17 杯買う。エプロット（地元の蒸留酒）
は 2 チュパ（瓶）で 80 シル、合計 420 シル。朝、3 時ごろから、猛烈な下痢におそわれ
る。13 回の排便。ロペミン（強力な止瀉薬）でおさえてやっと寝る。翌朝、“ウォッチマ
ン（夜警）”エトットが「4 回もいっていたな」というのには驚いた。13 回の排便があっ




















































































































































































































































































































































































































































































ずねる病歴調査をおこなっていたとき、60 才代であるロゴレが 40 年以上前の結婚儀礼が
いつだったかを思い出している場面である。 
 
1．私  ：そのあと（の儀礼）は？ 
2．ロゴレ ：ガスバンだった 




































































94 男  ：タンコウセイコウ。セイコウタンコウ 
95 先生 ：なんかつくるわけですね？？セイコウっていうのは…金偏に岡ですよね（製鋼）
炭鉱っていうのは、どういう字ですか。 
96 男  ：ちょっと忘れだ(笑)。 
97 先生 ：製鋼炭鉱っていうのは、どういう仕事ですか？ 
98 男  ：溶鉱炉… 
99 先生 ：ほー溶鉱炉…はー。じゃ、なんか、鉄の板みたいなんですね？ 
100 男  ：ちがう、ちがう。なにっていうことはない。例えば、鉄兜とか。大砲の砲身
とか。 
101 先生 ：はーーーーんじゃ、なんか型みたいのがあるんですか？ 
102 男  ：うん。そう。えーあのーハンマー打ちだねーハンマーで蒸気ハンマーとか、
制圧ハンマーとか。溶鉱炉で溶かしたものを炭鉱へもってきて、それを加工するわけさ。 
103 先生 ：ほーなるほど。んじゃ、あれですか？板みたいのができてくるんですか？ 
104 男  ：エンホウトウっていう、丸い丸いケースへ、溶鉱炉から 
105 先生 ：どろどろっと。どろどろの… 
106 男  ：お湯を…熔けたやつを入れて、丸くまとめたものを、型から離して、タンコ
ウ…タンコウへ持ってきて、水圧ハンマーで。あれ、 
107 先生 ：伸ばす。 
108 男  ：うん。あれ、カグニン…カク…とかね。伸ばして、今度、あれ、切ってあれ、 
109 先生 ：叩く。はーん。なるほど最初こんな塊で、伸ばして、適当に切って、こう、また
叩いて、実際ハンマーでたたくんですか？ 
110 男  ：いやいやハンマーって、蒸気ハンマーさ。 
111 先生 ：叩くんですね。じゃそういうなかで、お父さんどういう仕事をしていたんです
か？その部署っていうか、 
112 男  ：監視炉 
113 先生 ：ふーん。監視炉。 
114 男  ：確認したものをなんつーの？や…やぐ？ 
115 先生 ：ほーん 
116 男  ：ハンマーで叩く前の。 
117 先生 ：なるほど、んじゃインゴット308)できますよね。インゴットのばしますよね。そ
のあとですか？ 
118 男  ：そうそうそう。インゴットから出して、して、カクとか、板にしたものをこ
んだー、炉にいれで、釜で、今度焼いて、こんだ、蒸気ハンマーで 
119 先生 ：柔らかくしておいて、また蒸気ハンマーでたたきますよね。 








124 男  ：いやいやいや、入れ出しはみんなクレーンでつってさ。 
125 先生 ：はっなるほど。自分ではこう、やってらっしゃらないわけだ。 
126 男  ：こっちは、火の温度をあげるだけ。 
110 先生 ：なるほど 
111 男  ：要するにボイラー 
111 先生 ：はっつ調整してるわけだ。炉の温度が下がらないようにとか。 
112 男  ：そう。 
112 先生 ：じゃ、メーターちゅうか、見たりして。 
113 男  ：んーん。（ちがう）ほとんと…あるけど、肉眼で 
114 男  ：そう。どういう色は、今、セミナ色とか。色でほとんど。例えば、こういう、
品物は何度で熔けるとか。それの規定が皆あるわけで。 
114 先生 ：うーん。そうなんですか。例えば鉄兜だと、何度ってきまってるんですか。 
115 男  ：特殊コウになると、1200 度以上になると、だめになっちゃうんだなー。あ
れ、ホントの銅…とげでくるわけさ。 
115 先生 ：ほーつまり、インゴットもいろいろ種類があるわけですね？ 
116 男  ：そうそうそう 
116 先生 ：成分っていうか… 
117 男  ：そうそう。その釜によって。ヨウコウロの溶かす釜によって、性質が違う。 
117 先生 ：そういうの始めから解っていたんですか？それとも、誰かに教えられていたんで
すか？ 
118 男  ：おれはもー6 カ月位は学校 
118 先生 ：会社の…研修みたいな？ 
119 男  ：青年学校。会社の中に専門のそのー、俺たちの、俺たちの専門の、青年学校
っちゅうのが、あるわげさ。 
119 先生 ：なるほど。会社の中に。 
120 男  ：で、訓練をしながら、訓練をしながら、工場のその内容を勉強。 
120 先生 ：あーなるほど。それ、なんちゅう会社だか覚えてますか？ 




123 男  ：そいで、うん。そいでその訓練が終わると、今度、職場へついで、職場につ
ぐようになると、金もらえるからねー 
124 先生 ：ほー訓練の間はお給料でないんですか？ 
125 男  ：うーんにゃー 
126 先生 ：ほんの 
127 男  ：ちょこっと309) 
128 先生 ：見習いだから。そうですかー。で、軍事工場ではずっと同じ仕事だったんですか？ 
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 ○6/20（水）放送 第 3 回サーバイバーが社会を変える：出演 柳原和子（ノンフィクション作家）：
毎年 5 月の第 2 土曜日、ロサンゼルスに全米から長期生存を果たした乳がん、卵巣がんの患者が
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